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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
東
シ
ナ
海
で
沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー
か
ら
流
出
し
我
が
国
の
島
々
に
漂
着
し
た
油
状
物
の
回
収

費
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
東
シ
ナ
海
で
沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー
か
ら
流
出
し
我
が
国
の
島
々
に
漂
着
し
た
油
状
物
の

回
収
費
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
負
担
」
及
び
「
求
償
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
油
状
漂
着
物
」

に
よ
る
損
害
が
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
タ
ン
カ
ー

油
濁
損
害
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
タ
ン
カ
ー
油
濁
損
害
に
係
る

油
が
積
載
さ
れ
て
い
た
タ
ン
カ
ー
の
タ
ン
カ
ー
所
有
者
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
同
法
第
二
条
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
一
般
船
舶
油
濁
損
害
で
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
同
法
第
三
十
九
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
一
般
船
舶
油
濁
損
害
に
係
る
燃
料
油
が
積
載
さ
れ
て
い
た
一
般
船
舶
の
一
般
船
舶
所

有
者
等
は
、
連
帯
し
て
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
め
に
任
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
損
害
の
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
当
該
請
求
の
権
利
を
有
す
る
者
が
そ
の
判
断
に
よ
り

行
う
も
の
と
考
え
る
。


